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全国高等学校教頭・副校長会

　　　　　年　頭　所　感

　

　会長　松井　章朗

新年 あけましておめでとうございます。令和
８年の年頭にあたり全国高等学校教頭・副校長
会会員の皆様にご挨拶申し上げます。

昨年は、冬から春にかけて岩手大船渡市で史
上最大規模の山林火災、夏〜秋には静岡を直撃
した台風 15 号による建物被害や広範な停電・
浸水、年末には青森県沖を震源とするマグニチ
ュード 7.6 の大地震により北日本全域で建物被
害とけが人が相次ぎ、被災された方々や現在も
まだ避難等不自由な生活をされている方々にお
見舞い申し上げます。また熊等の害獣被害に遭
われた方やそのご関係者の方々にもお見舞い申
し上げます。改めて自然災害全般にかかわる防
災教育及びその対処法についての重要性を再認
識した１年でした。

さて 、教職員の働き方改革としては、校務改
善について教員業務支援員や ICT 支援員の配置、
校務 DX による事務作業削減、部活動指導の地
域移行などで、教師が授業など本来業務に集中
できる体制整備が全国で進められています。給
特法の改訂により教職調整額の引き上げや、教
科担任制の拡大、新人教員授業負担軽減など、
多面的な処遇改善と定数増加による長時間労働
の是正が図られつつあります。今後は、私たち
と一緒になって全国の公立高等学校に対して、
大きな志をもって教員を志望する人が増加する
ことを強く望みます。

そうした中、昨夏北海道札幌市にて第 64 回
全国高等学校教頭・副校長会総会及び研究協議
大会が行われ、ご多用の中多くの教頭・副校長
先生方にご参加いただき、各地域の実践・研究
例を共有し、協議できたことは大変喜ばしいこ

とです。さらに、その場で、活発な意見交換や
情報共有、そしてネットワークが構築され、教
頭・ 副校長先生の横のつながりが密になり、各
校が抱える課題解決に向けた対応や取組にとっ
て大変有効であると思います。猛暑の中、実施
にあたり御尽力いただきました北海道の皆様を
はじめ、関係者の皆様、事務局の皆様に厚く感
謝申し上げます。令和８年度は、東京都で開催
されます。ご多忙な時期とは存じますが、是非、
多数の皆様のご参加をお願いします。

今、全国の高等学校では、現行学習指導要領
の定着、充実、深化に向けて取り組んでいると
ころではありますが、すでに中央教育審議会の
教育課程特別部会より、次期学習指導要領の「論
点整理」が公表されています。「主体的、対話的
で深い学びの実装」「多様性の包括」「実現可能
性の確保」の３本の柱を具現化されるべき、と
の内容であり、本年はさらに明確な形で方向性
が示されるとのこと、こちらも注視しながら現
在の勤務校での教育課程の適正な実施に取り組
んでいかなければなりません。

先日、ある本で坂本龍馬の言葉に触れる機会
がありました。「世の人は我を何とも言わば言
え、我が成すことは我のみぞ知る」。私たち教頭・
副校長はそれぞれの学校で様々なことに日々注
力し忙殺されています。生徒、保護者、地域の
方や上司から「ありがとう」と言われることよ
りも「何やってるんだ！」「もっとできるだろ
う !!」と言われることが年々多くなっている気
がします。しかし、時には、他者の理解や評価
は横において、まず自分が信念と覚悟を持って
全力で取り組んでいけば良いこともあるのでは
ないか、と思いました。

今後とも、教頭・副校長先生の皆様にはご健
康に留意され、校長先生の皆様、各教育委員会
の皆様には引き続き本会へのご理解とご支援を
お願いして、年頭の挨拶といたします。

（東京都立千早高等学校　副校長）
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　　　　　　　　新年のご挨拶

全国副会長　　　　　　

全国総務部長　岡本　英雄
栃木県会長　　　　　　

明けましておめでとうございます。
令和 8 年の新春を迎え、全国高等学校教頭・

副校長会の会員の皆様に心よりご挨拶申し上げ
ます。

昨年は、中央教育審議会の答申により、高等
教育の質の向上や公平性の確保が示され、教育
界に大きな変革の兆しが見えました。次期学習
指導要領の改訂に向けた議論も進み、各教科の
本質的な学びを再構築する動きが加速していま
す。

こうした変化の中で、私たち教頭・副校長に
は、教育現場を支えるだけでなく、未来を見据
えた学校運営が求められています。令和の日本
型学校教育を担う教職員集団の形成や教育 DX
の推進を通じて、個別最適な学びの実現に向け
た取り組みが続いています。

2026 年には高校教育改革のグランドデザイ
ンが示される予定です。新たな教育の方向性を
理解し、柔軟かつ的確に対応することが、私た
ちの重要な使命となります。少子化や地域格差
といった課題にも真摯に向き合いながら、生徒
一人ひとりの可能性を最大限に引き出す教育環
境づくりに努めてまいりましょう。

私自身も、全国理事会や北海道で開催された
全国大会、関東地区大会に参加し、先生方と直
接交流する中で、教育現場の課題や工夫につい
て多くの学びを得ることができました。大変充
実した一年となりました。

最後になりますが、新しい一年が皆様にとっ
て幸多きものとなりますよう、そして本会のさ
らなる発展を心よりお祈り申し上げ、新年のご
挨拶とさせていただきます。

（栃木県立佐野東高等学校　教頭）

		  新年のご挨拶

全国副会長
　　　　　　

我孫子 達也
北海道副会長　　　　　　

新年あけましておめでとうございます。
昨夏の全国高等学校教頭・副校長会北海道大

会の際は、多くの会員の皆さまに札幌へお越し
いただき、おかげさまで成功裡に終えられたこ
とに感謝の気持ちでいっぱいであります。北海
道大会は統一主題を「日本社会に根ざしたウェ
ルビーイングの向上につながる高校教育の在り
方　～学校から世界へ　持続可能な社会を目指
して～」として開催しました。

今、高校は、「社会に開かれた教育課程」の
実現に向けて「地域とともにある学校づくり」
の取組が広がってきております。

大会では、お二人の講演がありました。①「サ
プライチェーン経営＝地域に根をおろした経
営」（株）セコマ取締役会長の丸谷智保様。②

「ファイターズが描く事業戦略～非連続の成長
に向かって」（株）ファイターズスポーツ＆エ
ンターテイメント常務取締役・事業統括本部長
の前沢賢様。特に、最終日には、エスコンフィー
ルド HOKKAIDO を核とした北海道ボールパー
ク F ビレッジによる町づくりとのつながりにつ
いて、考えることのできる大会となりました。

今年は午年（うまどし）です。「丙午」（ひの
えうま）は、情熱的で強い意志をもちながらも、
激しさや変化を伴う年とされています。また、
太陽のような明るさと行動力を象徴する年とも
言われています。変化の激しい「VUCA」の時
代だからこそ、私たち管理職が先頭に立って学
び続け、「生徒たちの健やかな育ちと豊かな学
び」を支えていく決意です。本年も、全国の会
員の皆さまと共に、情熱をもって職務に邁進し
てまいります。

全国各地、どんな高校にも大なり小なり課題
があろうかと思います。新しい年、新たな気持
ちで課題に対してチャレンジしていきたいもの
です。

皆さまの益々のご健勝と、各校の輝かしい発
展を心より祈念申し上げ、新年のご挨拶といた
します。　　　　

（北海道札幌南高等学校　副校長）
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新年のご挨拶

　全国副会長　
　　　　　

　鈴木　紀子
静岡県会長　

　　　　　

明けましておめでとうございます。
令和８年の年頭にあたり、全国高等学校教頭・

副校長会の皆様方にご挨拶を申し上げます。
今年度、全国高等学校教頭・副校長会の副会

長という大役を仰せつかりました。静岡県では、
県会長・副会長等の役職は各高校に充てられて
おりますので、令和６年度会長の自分に転勤が
なければ、令和７年度も引き続き会長を務め、
その令和７年度に全国副会長役が静岡に回って
くることも、何となく承知はしておりました。
しかし、全国の副会長役をお引き受けすること
はやはり恐れ多く、大きな不安を抱きつつ令和
７年度を迎えることとなりました。

そして今年度が始まり、いくつかのお役目を
いただきましたが、北海道大会での津波警報発
令の影響や、自身の都合などで、自分はその役
目の多くを果たすことができませんでした。個
人的なことで恐縮ですが、全国事務局の皆様、
当日の役目を代わりに担ってくださった皆様、
本当にありがとうございました。この場を借り
てお詫び申し上げたいと思います。

さて、話は変わりますが、静岡県では、県教
育委員会から 12 月に「2040 年（R22）を見据
えた県立高校の未来」が示されました。少子化
と学校の小規模化への対応として、現状の県立
高校 89 校が、2040 年には 50 ～ 60 校程度へ
集約されるということですが、今後集約の具体
が示されていく中で、各校とも先を見据えての
学校改革・準備等が必要となります。副校長・
教頭は学校長の意向のもと、その改革等のリー
ダーシップを発揮する存在となりますが、その
ためにも副校長・教頭同士の横の繋がりをこれ
まで以上に大切にしたいと強く感じておりま
す。

最後になりますが、本年が皆様にとって充実
した良き年となりますこと、また本会がますま
す発展していかれることを祈念いたしまして、
ご挨拶とさせていただきます。

（静岡県立静岡高等学校　副校長）

　　　　　　新年のご挨拶

全国副会長
　　　　　　
　緒方　稔

熊本県会長
　　　　　　

明けましておめでとうございます。
令和８年の年頭にあたり、全国高等学校教頭・

副校長会の皆様にご挨拶を申し上げます。
今、私たちを取り巻く社会は急速な変化のた

だ中にあります。人口減少と少子高齢化の進展、
地域格差の拡大、さらには生成 AI や ICT の普及
による社会構造の変容は、教育現場に大きな影
響を及ぼしており、このような社会情勢を踏ま
えた新たな対応が求められています。

そのような中、次期学習指導要領改訂に向け
て、中央教育審議会の教育課程企画特別部会に
おいて論点整理が進められています。昨年 11
月の全国理事会における田村学先生のご講話
は、教育課程の基準の改訂について学びを深め
る貴重な機会となりました。当日は「深い学び」
の具現化のポイント、高等学校における単位制
の柔軟化、新たな観点別評価の方向性などの次
期学習指導要領が目指す方向性、「深い学び」に
おける OUTPUT（知識を再現して使うこと）の
重要性など、大変分かり易くご教示いただきま
した。一人の教職員として改めてアップデート
の大切さを実感しました。

10 年ごとの学習指導要領の改訂も近づき、昨
年 11 月には高校教育改革に関する基本方針（グ
ランドデザイン）の骨子が示されたところです。
大きな変革に対応するためにも、私たち教頭・
副校長および教職員一人一人が日々アップデー
トを行いつつ、互いに知恵を出し合い、皆で協
働しながら教育活動に携わっていきたいもので
す。生徒たちが、不確実な時代を自立して生き
ていく主権者として必要な力を身につけるため
に。

最後になりますが、全国の教頭先生・副校長
先生とのご縁に感謝いたしますとともに、新し
い年が会員の皆様にとりまして実り多き一年と
なりますよう祈念し、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

（熊本県立第一高等学校　副校長）
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　　　　　第 65 回東京大会へのご案内
「伝統」と「革新」が共存する
東京で、充実した大会の開催へ
全 国 理 事　　　　　　

東京大会準備委員長　古島　俊雄
東 京 都 会 長　　　　　　

来年度（令和 8 年）の全国大会は、東京都に
て開催いたします。今年度、全国大会を成功裡
に終えられました北海道の皆様に敬意を表しつ
つ、その功績に学びながら東京都の副校長が一
致団結し、大会開催に向けてしっかり準備を進
めてまいります。

高等学校ＤＸ加速化推進事業（ＤＸハイスクー
ル）や生成ＡＩを活用することで生徒の学び方、
教員の働き方が大きく変化しています。東京都
は令和６年３月に「東京都教育ビジョン（第５
次）」を策定し令和６年度から令和 10 年度まで
の５年間で、取り組むべき基本的な方針を示し
ました。そのような中で都立高校は「新たな教
育のスタイル」を実践していかなければなりま
せん。

令和８年度は、全国大会を東京で開催します。
開催日は、令和８年８月５日（水）～７日（金）
会場は、国立オリンピック記念青少年センター
です。第 65 回東京大会の統一主題は、「自ら未
来を切り拓くイノベーション人材を育む高校教
育の推進」です。大会 2 日目の講演では、サイ
エンス作家の竹内薫様を予定しています。また、
都立高校生による歓迎講演も予定しています。

全国の教頭・副校長先生方には、ぜひ東京都
へお越しいただき、大会の参加に加えて、東京
都の魅力に触れていただきたく存じます。皆様
のご参加を心よりお待ち申し上げます。

（東京都立拝島高等学校　副校長）

令和 7年度研究部報告

全国常任理事　　　　　　

全国研究部長　古川　壽秀
東京都副校長協会全日制部会長　　　　　　

１　全国研究部会・研究協議大会分科会報告
　令和７年度全国研究部会および第 64 回全国大
会分科会の概要につきましては、会報第 122 号
にて報告しておりますので、そちらをご覧下さい。
２　研究集録50号編集会議
　8 月 28 日（木）14:00 より事務局にて開催し
ました。会長、研究部長、管理運営 ･ 高校教育研
究委員長）（生徒研委員長は欠席）と事務局の計
６名で令和６年度中に刊行された各県市の研究
協議会報告、会誌、紀要等から選定致しました。
　選定結果は以下の通りです。
　１　管理運営研究部門：山形、静岡、愛知
　２　高校教育研究部門：北海道、岩手、山口
　３　生徒指導研究部門：秋田、東京、岐阜
　上記結果は 11 月 17 日にアルカディア市ヶ谷
で開催された第３回全国理事研究協議会にて報
告し、令和 7 年 12 月 16 日付で刊行しました。
３　全国特別調査（鹿児島県担当）
　特別調査は鹿児島県公立高等学校教頭協会が
担当し、「高等学校等における多様な学習ニーズ
に対応した柔軟で質の高い学びの実現に向けて」
をテーマとしました。
　調査アンケートは以下の５項目
Ⅰ 多様な学習ニーズへの対応について
Ⅱ 遠隔授業について
Ⅲ 個別最適化された学びの推進状況について
Ⅳ 質の高い学びを実現するための取り組みにつ

いて
Ⅴ 教員の働き方改革の工夫について
　調査 ･ 集計 ･ 分析の結果のまとめとして以下の
提言が示された。  
　①教員の指導力向上と ICT 活用促進　②抜本的
な業務改革と負担軽減　③生徒の主体性・自己調
整学習能力の育成　④組織的意識改革と共通理解
の醸成　⑤人的・物的リソースの確保と最適化
　調査にご協力いただいた各県市会長の皆様に
お礼申し上げます。
　特別調査のまとめは、調査研究集 49 号に掲載
いたします（令和 8 年 2 月刊行）

（東京都立石神井高等学校　副校長）
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 北海道地区
全　国　理　事　　　　　　

大会運営委員長　髙橋　昌宏
北 海 道 会 長　　　　　　

　今年度開催された北海道での主な事業を報告
します。
○総会
　令和 7 年 5 月 16 日 ( 金 )、総会をオンライン
で開催しました。317 名の会員と前年度の報告
及び今年度の計画案に加え、７月に開催する全
国大会についての詳細な内容及び役割分担等を
審議しました。
　例年は年 2 回、対面での研究協議会を開催し
ていますが、今年は 7 月に開催される全国大会
を「1 回目の研究協議会」を兼ねることにしたこ
とから、総会のみをオンライン開催としました。
○全国大会（兼第 1 回研究協議会）
　7 月 31 日 ( 木 )・8 月 1 日 ( 金 ) の ２ 日 間、
札幌市教育文化会館で第 64 回全国高等学校教
頭・副校長会北海道大会を開催しました。すで
に大会集録を発行したことから、ここでは内容
は省略します。
　開催県として、当日の運営に 100 名を超え
る副校長・教頭が進行や記録・案内・接待等に
従事して大会を支えました。ロシア・カムチャ
ツカ半島沖で発生したマグニチュード（M）8.8
の強い地震で、太平洋地域の広範囲で津波警報
が発令された影響もありましたが、全国各地か
ら約 470 名を超える参加者を迎え、滞りなく終
えることができました。
○副校長研究協議会
　11 月 13 日 ( 木 )、札幌南高校において開催
しました。グループ別協議では「これからの時
代に必要な管理職の資質・能力について」「新
時代に対応した高等学校の特色化・魅力化につ
いて」というテーマで熱い議論をしました。ま
た、北海道教育庁石狩教育局主幹・宮澤　一 様
の講演では、副校長に期待されていることや求
められていることなどをご教示いただきまし
た。
○第２回研究協議会
　11 月 14 日 ( 金 )、ホテルライフォート札幌

地区研究協議会報告 で北海道教育委員会・札幌市教育委員会から多
くの来賓をお迎えして開催しました。
　午前中は、北海道教育庁十勝教育局主幹・合
浦英則 様「地域と歩む持続可能な教育の実現を
めざして」、北海道高等学校長協会会長・佐賀
　聡 様「副校長・教頭に伝えたいこと」という
お二人からの講演を拝聴しました。午後は、「学
校 DX と北海道の教育」をテーマに、NPO 法人
ほっかいどうがく推進フォーラム理事長・新保
元康 様による講演とパネルディスカッションを
実施した。「マチから高校がなくなるとどうなる
か？」過疎化や少子高齢化の進行が著しい北海
道において、いかに魅力ある学校づくりをして
いくかが喫緊の課題であることを会員一同、再
認識した１日でした。

　（北海道札幌東高等学校　副校長）

東北地区
　　　　東北六県大会運営委員長　　　　　　

全 国 理 事　古舘　礼茂
青森県会長　　　　　　

　第41回東北六県高等学校教頭・副校長会研究
協議大会は、青森県青森市のウェディングプラ
ザ・アラスカにおいて10月23日（木）～24日
（金）の2日間にわたり開催された。東北六県
から121名の会員が参集し、今般の教育課題を
様々な角度から掘り下げることができ、大変有
意義な大会となった。
日程の詳細は、以下の通りである。
【第１日】 10月23日（木）
○開会行事　13:00～13:30
　青森県教育委員会教育長　風張知子氏、青森
県高等学校長協会会長　高橋英樹氏、全国高等
学校教頭・副校長会事務局長　玉井篤氏を来賓
としてお迎えし、各氏より御祝辞をいただいた。
○研究協議Ⅰ「管理運営」　13:45～14:45
　発表題：「探究活動による多忙化について」
　発表者：岩手県立大槌高等学校

　　　　　　　　　　副校長　伊藤　晃　氏
　自校の「総合的な探究の時間」による多忙化
を分析してその対応策を提示するとともに、伴
走型の探究活動が生徒・教員の成長に繋がると
いう実践結果を発表していただいた。
　紙上発表は、以下の通りである。
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発表題：「大規模全日制、小規模定時制に勤
務して見えてきたもの～学びの変革、働き
方改革をさらに深化させるには～」

発表者：福島県立福島工業高等学校定時制
教頭　新妻　孝　氏

○研究協議Ⅱ「高校教育」　15:00～16:00
発表題：「総合的な探究の時間の現状と課題」
発表者：秋田県立秋田北鷹高等学校

 教頭　田中　英人　氏
　これまでの自校の「総合的な探究の時間」の
取り組み方を分析してその成果と課題を見つけ
るとともに、AI導入などの更なる教員研修の必
要性を発表していただいた。
　紙上発表は、以下の通りである。

発表題：「生成ＡＩの活用について～観点別
評価に係るアンケート結果から～」

発表者：山形県立遊佐高等学校
教頭　近藤　信司　氏

○情報交換　16:10～16:50 
　各県から課題を事前に提出していただいてい
たため、課題の内容を以下の５つに分類し、15
に分けた各グループでテーマを2つ以上取り上
げて情報交換する形式で実施した。
　Ⅰ：教職員全般関連　Ⅱ：教員の勤務関連
　Ⅲ：遠隔授業関連　　Ⅳ：生成AI関連
　Ⅴ：その他
　実施方法の説明も含めて約45分という短い
時間であったものの、各グループとも非常に活
発に情報交換がなされた。また、各県共通の課
題に関しては、実践に繋げられる情報交換が多
く、各会員にとって有意義な時間となった。
○教育懇談会　17:30～19:30
　来賓４名を含め、93名の参加で行われた。教
育課題への取り組みの情報が、より一層深まる
場となった。また、青森県開催地区会員のもて
なしとして「青森県地酒プロジェクト」を企画
され、青森県内の地酒15本が振る舞われ、盛況
を博した。
【第２日】 10月24日（金）
○基調講演　8:50～10:10 
　講師：ねぶた師　立田　龍宝　氏
　演題：「ねぶたに魅せられて

～ねぶた師の一年～」
　元工業高校の教員であった立田氏を招き、
「青森ねぶた」の魅力を伝えるとともに、地元
の祭りを通して地域と学校との連携を紹介して

いただき、教師・生徒が共に夢や希望をもった
学校運営について学ぶ機会となった。
○研究協議Ⅲ「生徒指導」

発表題：「波を越え、未来へ漕ぎ出す－水産高
校117年目の人財育成と生徒指導の実践－」

発表者：青森県立八戸水産高等学校
教頭　木村　文昭　氏

　自校の生徒指導の実践事例をあげながら、特
別指導から支援という体制の構築や、安全・安
心に向けた学校の管理体制と危機管理などの実
践報告をしていただいた。
　紙上発表は、以下の通りである。

発表題：「困り感や課題を抱える生徒への取組
～校内居場所カフェ～」

発表者：宮城県宮城広瀬高等学校
教頭　佐々木 久晴　氏

○閉会行事　11:35～11:50 
　大会実行委員長の齋藤実教頭（青森県立青森
北高等学校）の挨拶後、次年度開催県の福島県
会長の小川将広教頭（福島県立福島高等学校）
から次年度の大会案内を兼ねて挨拶をしていた
だき、2日間にわたる日程を無事に終了した。

（青森県立青森高等学校　教頭）

関東地区
全国常任理事　　　　　　

全国研究副部長　大木　賢一
山 梨 県 会 長　　　　　　

令和７年度関東地区高等学校教頭・副校長会研
究協議会山梨大会

期　日：令和７年 11 月 14 日（金）
会　場：山梨県立図書館
参加者：105 名（来賓を含む）
テーマ：「持続的で共生的な幸福にあふれ、
　　　地域・社会の創り手となる人材の育成」

　開会式では、全国高等学校教頭・副校長会会
長　松井章朗様、山梨県教育庁高校教育課課長
大久保雅司様、山梨県高等学校長協会会長　山
梨県立甲府南高等学校校長　篠原健様にご出席
を賜りご挨拶をいただきました。
　午前の講演会では、山梨大学教育学域准教授
の三井一希様をお招きして「次期 GIGA スクー
ル構想と教育 DX の未来に向けて」と題し講演
をいただきました。①社会の変化と教育 DX の
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広がり、②デジタル時代に必要な資質・能力、
③校務 DX と生成 AI、④校内で教育 DX を広げ
る、の 4 つの点についてお話をしていただきま
した。次期 GIGA スクール構想と教育 DX の未
来に向けた包括的なロードマップを示され、マ
ルチステージのキャリアモデルが主流となる社
会の変化を背景に、生徒に対して自立した学び
手となるための資質・能力を育む必要性を強調
されました。
　さらに、教育現場におけるデジタルの活用状
況を、ICT 機器の活用に対する生徒の意識や全
国学力調査の CBT 化といった具体的なデータを
用いて分析し、紙中心の業務から脱却するため
の校務 DX の推進リストを提示されました。ま
た、諸外国と比較して遅れている生成 AI の利
活用の現状に警鐘を鳴らしつつ、リーダーシッ
プと心理的安全性の確保を通じて、学校全体で
デジタル技術を既存の枠組みの転換へと昇華さ
せる戦略について説明していただきました。
　午後の研究協議では４都県（埼玉・東京・栃木・
群馬）からの発表があり、指導 ･ 助言を山梨県
教育庁高校教育指導監　數野浩司様、山梨県高
等学校校長会　山梨県立甲府西高等学校校長　
渡邉英裕様よりいただきました。
　各発表の主題と内容は次のとおりです。
〇「教頭の働き方改革の取組に関する考察」

埼玉県立上尾高等学校　若林　剛　教頭
　埼玉県における教頭の働き方改革に関する考
察を発表されました。副校長・教頭の平日 1 日
当たりの時間外業務が 2 時間以上に及び、その
大半が会議や資料作成に費やされているという
現状を背景としています。調査結果から、業務
効率化のためには業務の属人化を防ぎ、業務の
可視化や標準化が必要であると示され、ICT 活
用や支援員配置の重要性が提言されています。
現在の取組として、ToDo リストを精査しコア
業務・サブ業務に分類化し、実践事例を共有す
ることで、管理職の継続的な働き方の改善を推
進しています。
〇「カリキュラム・マネジメントの実際～教育

課程の改善と特色ある教育活動の推進～」
東京都立石神井高等学校　　　　　　

古川壽秀　副校長　
　カリキュラム・マネジメントを進めるうえで、
主に評価改善のプロセスや校内体制づくり、社
会資源の活用等に焦点を絞って実施したアン
ケートの回答と分析について発表されました。

回答データから、課題の把握は教職員の具体的
な指摘や進言が圧倒的に多いことが示され、取
り組みが学校内で委員会または校務分掌の一部
として位置づけられていることが明らかになっ
ています。また、地域や民間企業といった外部
連携を積極的に活用している一方、活動推進の
成功には人材の確保・育成が最大の課題である
と分析されています。
〇「学校目標の達成に向けた取組　
　～地域と連携したスペシャリストの育成～」

栃木県立佐野松桜高等学校　　　　　　
相田昌宏　教頭　　

　栃木県立佐野松桜高等学校が、学習指導要領
の理念である社会に開かれた教育課程を実現
するための具体的な取組について発表されまし
た。高い専門性と創造力を備え、地域・社会に
貢献できる産業人の育成に焦点を当てていまし
た。情報制御科、商業科、家政科、介護福祉科
の各学科が、地元の企業や団体と連携し、商品
開発やボランティア活動などの実践的な活動を
展開しており、これらの継続的な校外活動を通
じて、生徒たちは専門知識を活用しながら、自
分の幸福だけでなく他者や地域の幸せを考慮し
て行動する力を高めていることが強調されてい
ました。
〇「多野藤岡地区の専門高校等による

学校間連携事業の３年間の取組」　
群馬県立藤岡北高等学校 　　角田明子　教頭
群馬県立藤岡特別支援学校 　町田隆史　教頭
群馬県立藤岡工業高等学校 大久保哲也　教頭
群馬県立藤岡中央高等学校　 藤本　剛　教頭
群馬県立万場高等学校　　 　桒原睦樹　教頭

　　
　群馬県多野藤岡地区の専門高校等の複数校が
実施した連携事業について発表されました。地
域資源を最大限に生かし、持続的な地域社会の
創り手となる人材の育成を目指した事業の 3 年
間の相互交流と共同研究の成果として、各校
の専門分野（工業、農業、水産、特別支援）の
強みを結集し、地元産の「ダブルニジマスバー
ガー」を開発・販売しました。この事業を通じて、
生徒たちは自らの学習分野への理解を深めると
ともに、他分野との協力によって大きな成果が
得られることを実感し、事業は地域の魅力化・
活性化に大きく貢献したと評価されています。
　
　閉会式では、次年度開催県である栃木県立学
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校教頭会会長　栃木県立佐野東高等学校　岡本
英雄教頭によるご挨拶をいただきました。都県
市の枠を超えた教頭・副校長の交流は有意義な
ものとなりました。参加いただいた皆様に感謝
申し上げ、報告といたします。

（山梨県立韮崎高等学校　教頭）

東京地区
　　　　　　全国常任理事　　　　　　

全国研究部長　古川　壽秀

　東京都全日制部会長　　　　　　

令和７年度東京都立高等学校副校長研究協議
会は令和 7 年 10 月 14 日（火）国立オリンピッ
ク記念青少年総合センターにて開催しました。

統一主題は「『東京型教育モデル』による新
たな高等学校教育の実践」としました。協議・
意見交換の充実を図るため、分科会発表（各研
究部会）１主題の発表とし、研究協議を行いま
した。

前半の全体会では、東京都教育庁指導部指導
企画課統括指導主事　古川裕平様、同課指導主
事　坂田匡史様より「東京都における不登校施
策について」と題する講話が行われ、東京都の
義務教育学校、高等学校等における不登校生徒
の現状と原因に関する説明があり、今後取り組
むべき「令和の日本型学校教育」を念頭に置い
た不登校生徒への学習環境の保障とＩＣＴ環境
等の整備方策について御教示いただきました。

その後、４分科会に分かれて分科会を開催し、
参加者は全体で 170 名でした。

全日制部会では、第一分科会（管理運営研究
部）が「『東京型教育モデル』の実践に向けた
副校長のリーダーシップ」、第二分科会（高校
教育研究部）が「不登校生徒への通信教育や遠
隔授業等を利用した単位認定の制度について」、
第三分科会（生活指導研究部）が「『総合的な
探究の時間』を効果的に運用するための組織体
制」を発表主題として研究協議を行いました。

東京都は、令和 6 年 3 月に「東京都教育ビジョ
ン（第５次）」を策定し、東京が目指す教育の
ために取り組むべきこととして、「自ら未来を
切り拓く力の育成」「誰一人取り残さないきめ
細かな教育の充実」「子供たちの学びを支える
教職員・学校の力の強化」の３本の柱を掲げ、

その達成に向けた 12 の「基本的な方針」と 30
の「今後 5 か年の施策展開の方向性」を示しま
した。その実現には、各学校が抱える問題を解
決しながら、子供たちの学びを支えていくため
に、正しい情報、他校の実践に係る情報を共有
することも重要になります。

東京都公立高等学校副校長協会では、今後も
国や東京都教育委員会の施策に注視しながら、
副校長研究協議会を開催して東京都全体の教育
力の向上や各副校長間の情報共有を図ってまい
ります。

（東京都立石神井高等学校　副校長）

 北信越地区
　　　　　　　全国常任理事　　　　　　

全国研究副部長　帶川　有美

　長 野 県 会 長　　　　　　

令和７年度北信越地区高等学校教頭・副校長
会連絡協議会は、11 月 13 日（木）・14 日（金）
の 2 日間、長野県長野市のホテル犀北館にて北
信越地区 5 県から 163 名の教頭・副校長の参
加者を得て、開催しました。

13 日は開会式・研究協議Ⅰ・長野県教育委
員会講話・情報交換を行いました。研究協議Ⅰ
では、長野県飯田風越高等学校の下島　斉教
頭が、「学校をアップデートしよう！『F-style』
が挑んだ指導改革とグローカル人材育成」と題
し、長野県高等学校教育を牽引する新たな学び
の場や仕組みを構築する県の「未来の学校」構
築事業における、国際教養科設置校としての「国
際的な教育プログラム」や「海外大学進学支援
プログラム」の構築までのプロセスや課題につ
いて説明がありました。
「各県の概況」では 5 県の会長が各県の教育

施策や教頭会・副校長会の取組、課題などにつ
いて報告しました。

長野県教育委員会講話では、高校教育課の柳
沢課長から、「長野県教育の現状と課題」として、
主に「県立高校の再編整備」「特色化推進事業」

「入学者選抜改革」についてお話いただきまし
た。続いて、6 名グループに分かれ各県や自校
の現状や課題について情報交換を行いました。
非常に活発な話し合いになり、事後アンケート
では「時間がもっとほしかった。」との声が多
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く聞かれました。
夕刻には同ホテルで教育懇談会を開催したと

ころ、来賓 7 名を含む 151 名の参加があり、
大変賑やかな情報交換で盛り上がりました。

14 日は講演会・研究協議Ⅱを行いました。
最初に、京都大学ヒト行動進化研究センター

教授・同副センター長の今井啓雄氏に「大学教
員から見た高等学校での探究の時間」と題して
講演いただきました。先生の研究分野や大学生
の具体的な研究手法についてのわかりやすい説
明から、高校の探究と大学の研究との繋がりを
実感でき、学びの多い時間となりました。

研究協議Ⅱでは、長野県松本県ケ丘高等学校
の三木舞子教頭から「探究する縣陵」と題し、
探究先進事例校として、探究科の様々な取組の
紹介にとどまらず、自発的な職員研修や働き方
改革としての複数担任制の導入など、大いに参
考になる事例発表がありました。

閉会式後には、長野県内の高校生が日ごろの
探究・課題研究で手掛けた物品を販売し、参加
者はお土産として購入していました。

次年度は令和８年度 11 月 19 日・20 日に富
山県での開催する予定となっています。長野県
大会の開催にあたりご尽力いただいたすべての
方々に感謝申し上げます。

（長野県飯田高等学校　教頭）

東海地区
全国常任理事　　　　　　

全国研究副部長　與谷　愼穗
三 重 県 会 長　　　　　　

　東海地区教頭・副校長会連絡協議会は令和７
年 10 月 24 日（金）にプラザ洞津（三重県津市）
で、令和７年度の総会及び研究協議会を開催し
ました。三重県では平成 29 年度以来の対面開
催となり、東海 4 県と名古屋市から 146 名の
会員に参加いただきました。
〇開会式
　ご来賓として三重県教育委員会教育長福永和
伸様、三重県立学校長会会長諸岡伸様、全国高
等学校教頭・副校長会事務局次長福田洋三様の
ご臨席を賜り、ご祝辞をいただきました。
〇総会
　令和６年度事業報告、決算報告・監査報告、

令和７年度役員案、事業計画案、予算案、会則
改定について提案があり、全て承認されました。
〇研究協議会

【研究協議１】
　「知多半島発、新たな２校の開校に向けて
　～開校前年度　学校現場での奮闘記～」

愛知県立半田高等学校　教頭　新帶聖文
愛知県立武豊高等学校　教頭　田中伸一

　少子化が進み、愛知県の県立高校の定員割れ
が続く中で、知多半島２校の開校までの取組に
ついて紹介されました。半田高等学校附属中学
校は、チェンジ・メーカーの育成を掲げ、探究
学習を重視した未来を担う生徒たちの学びを支
える学校づくりについて、武豊高等学校のフレ
キブルハイスクールは、多様な学びのスタイル
に対応し、個々の才能を最大限に引き出す環境
を提供することを狙いにそれぞれの学校から報
告されました。

【研究協議２】
　「円滑な遠隔授業の実現に向けて」

　三重県立伊勢高等学校　教頭　小川由佳
　昨年度の研究テーマ「円滑な遠隔授業の実現
に向けて」を引き継ぎ、これまで各学校が実施
した取組についてアンケートを分析し、気づい
た課題が整理されました。遠隔授業については、
機材や学習評価、教員の負担感の増加となる一
方で、学習機会を確保する上で一定の効果を発
揮し、心理的安心感の提供や学校との繋がりを
維持できることで教室復帰への足がかりとなる
可能性が期待できることが報告されました。

【研究協議３】
　「新しい時代に対応する可児高校の学校変革」
　～生徒を「主語」にする学びの実現～

岐阜県立可児高等学校　教頭　山田哲志
　可児高等学校では、総合的な探究の時間を各
教科や特別活動、部活動等を通して育んだ探究
的な力を地域課題やグローバル課題等の現実の
事象に結びつけ活用する場と捉え、「生徒を『主
語』にする学び」を目指して取り組んでいます。
探究的な学びを全職員が自分の教科の授業で実
施するための教員研修の様子や特別活動行事の
活性化などについて報告されました。

【研究協議４】
「チーム学校としての生徒指導　～外部連携
の課題と対応について～」

静岡県立裾野高等学校　副校長　大石友美
　生徒指導において、学校が単独で対応するこ
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とが難しい問題が増加しており、外部機関との
連携が不可欠となる中で、連携について生徒指
導主事からアンケートを実施し、関係機関との
連携手順や情報共有、教員のスキル、相談内容
の多様化等の課題と対応策について報告されま
した。
〇指導講評
　研究発表後に、三重県教育委員会事務局生徒
指導課課長向井英規様から指導講評をいただき
ました。学校が直面するさまざまな教育課題を
踏まえながら、研究発表における研究内容や各
学校の取組の有用性について総括していただき
ました。
　今回の研究協議では、各県・学校が抱える喫
緊の課題に対して取組及び成果が、各校の教育
活動に大変参考となるとともに、副校長・教頭
の資質の向上を図る上で充実した一日となりま
した。　　　（三重県立桑名北高等学校　教頭）

近畿地区
全国常任理事　　　　　　

全国研究副部長　大塚　泰之
大 阪 府 会 長　　　　　　

2 年ぶりに近畿地区のみで開催された連絡協
議会が 11 月 7 日（金）に京都府京都市のから
すま京都ホテルで開催されました。近畿地区 2
府 4 県 1 市から 112 名の教頭、副校長、校舎
長の先生方にご参加いただきました。

開式に先立ちまして、「近畿地区連絡協議会
理事会」が開催され、協議会の申し合わせ事項、
令和 8 年度開催の第 65 回東京大会での研究発
表府県等の確認を行いました。開会行事では、
京都府教育長 前川明範様、京都府立高等学校長
会代表 藤田　浩様、全国高等学校教頭・副校長
会　事務局長 玉井　篤様からご祝辞をいただき
ました。

研究協議では、各府県から以下の発表があり
ました。
①兵庫県　生成 AI やメタバース等を活用した

生徒のアントレプレナーシップの醸成
兵庫県立姫路東高等学校　教頭　竹原一典

兵庫県立福崎高等学校　教頭　鈴木健仁
兵庫県立播磨福崎高等学校　教頭　藤井　俊

兵庫県立太子高等学校　教頭　青山禎尚

兵庫県立姫路工業高等学校　教頭　的塲眞弓
兵庫県では ICT 整備や BYOD 導入を進め、キャ

リア教育に注力。社会の変化に対応する力とし
て、アントレプレナーシップの育成が重要視さ
れる。西播磨地区の高校等を対象に、生成 AI・
メタバース・起業家精神に関するアンケートを
実施。教員の AI 活用は限定的だが、生徒は日
常的に活用し、協働や創造に意欲的。教育現場
では、生徒の主体性を育む探究活動や多様な学
びの場の提供が求められると発表があった。
②奈良県　教員の働き方改革～働き方を見つめ

なおす～
奈良県立奈良東養護学校　教頭　山藤守代

奈良県高等学校教頭協議会研修では、教員の
働き方改革をテーマに、教頭が組織マネジメン
トの視点から議論を深めた。妹尾昌俊氏の講演
では、教員の健康問題や長時間労働の弊害が指
摘され、「生徒のために」という考えの見直し
が提起された。アンケートでは業務量や財源確
保、保護者対応が課題として浮上。教頭がリー
ダーシップを発揮し、働きやすい環境づくりと
教職の魅力向上を目指すことが提言された。
③和歌山県　地域と共に歩む農業高校

和歌山県立紀北農芸高等学校 教頭 榎戸秀雄
紀北農芸高校は地域に根ざした農業教育を展

開、花壇整備や園児との農業体験、防災活動な
ど多彩な地域連携を実施。中学生時代に柿の廃
棄に疑問を持った生徒が、農業高校での学びを
経て起業。クラウドファンディンクﾞや家族の
協力を得て商品開発・販売を実現。地域愛と農
業への情熱が原動力となり、今後も地域と共に
歩み、地元貢献や起業を目指す生徒の育成を目
指すと報告。
④大阪府　多様な課題に応える現場力の育成

大阪府立大手前高等学校 教頭 吉田憲司
大手前高校は SSH・GLHS 指定校として理数

系・国際教育を推進し、通級指導にも力を入れ
ている。進路支援や探究活動、国際交流が充実
する一方、教員の年齢構成や人材の安定性に課
題がある。Small Group 制度やﾒﾝﾀｰ制度を導入
し、教員間の連携と育成を図る。今後は教員の
働き方改善や魅力発信、“困り感” を持つ生徒へ
の支援力向上が求められると提言された。

⑤滋賀県　支える・育てる・共に創る～新設開
校 10 年目がめざすもの・普通科高校２校の
統合を経て～
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滋賀県立長浜北高等学校 教頭 梅津正文
長浜北高校は統合から 10 年を迎える中規模

校で、進学率は高く「自立と共生」を教育目標
に掲げる。生徒指導では「支える」姿勢への転
換を図り、信頼関係の構築により学校風土が改
善。多様な生徒への支援体制も整備し、外部機
関と連携。10 周年を機に教職員の意識改革を
進め、生徒会が校則見直しや記念事業を主導。

「共に創る」教育を目指し、協働による学校づ
くりを推進している。
⑥京都府（誌上発表）　丹後の府立高校の新し

いカタチ～高校生が、夢や希望に向かって学
び続けられるように～

京都府立宮津天橋高等学校 　　　　　　
宮津学舎長　高尾幸弘

加悦谷学舎長　藤村暢彦
宮津天橋高校は中学生人口減少に対応し、宮

津・加悦谷両高校を統合して開校。両校舎を「学
舎」として残す学舎制を採用し、遠隔教育や学
舎間バスで連携を図る。部活動や進路実績も充
実し、地域貢献志向の教育を展開。令和 6 年度
には DX ﾊｲｽｸｰﾙに指定され、ICT・生成 AI を活
用した探究学習を推進。地域に根ざした新しい
高校の形として、生徒の成長と地域の未来を支
えている。

すべての発表後、京都府教育庁指導部高校教
育課 課長　小西良尚 様、京都府立高等学校長
会 代表　藤田浩 様から指導助言をいただきま
した。

その後「教頭・副校長のウェルビーイング」
をテーマに、幸福の定義やその重要性を京都光
華女子大学・短期大学学長　高見茂様からの記
念講演がありました。組織全体の主観的なウェ
ルビーイングの醸成をどう図るか？を念頭に、

「幸せの４因子」（自己実現、つながりと感謝、
前向きと楽観、独立と自分らしさ）の向上が「幸
福感」の向上とされ、管理職も組織メンバーそ
れぞれも「幸せの４因子」を獲得した上で、①
個人の価値観を尊重し、様々な選択肢を用意す
ること、②組織全体のストレス特性を確認した
うえで最適なストレスを把握、が管理職のウェ
ルビーイングに繋がるとのご講演でした。ご自
身の様々な経験談を交えて、参加者全員が勇気
をいただきました。

閉会行事では、次回（令和８年度）の近畿地
区連絡協議会開催府県の兵庫県 兵庫県立学校・
市立高等学校（神戸市立高等学校を除く）教頭

協会 杉野　智也 会長からご挨拶をいただき、
協議会を終了いたしました。

最後になりますが、今大会の実施にあたりご
尽力くださりました京都府立高等学校副校長会
の皆様、ご来賓の皆様、ご講演いただいた高見
様、ご発表いただいた先生方、各府県の会長様、
そして参加いただいたすべての皆様に心より感
謝申しあげます。

（大阪府立今宮高等学校　教頭）

中国地区
全 国 理 事

　　　　　　

　井上　武大
島根県会長

　　　　　　

第 33 回中国五県高等学校教頭・副校長会研
究協議会を、令和 7 年 8 月 19 日と 20 日に島
根県松江市のくにびきメッセにおいて開催しま
した。

本研究協議会は、学校運営並びに学習指導・
生徒指導等の当面する高等学校等の諸課題につ
いて研究協議を行うとともに、中国五県の教頭・
副校長相互の連携を図り、教頭・副校長として
の資質の向上と高等学校教育等の充実発展に資
することを目的とするものです。中国各県から
教頭・副校長の先生方 85 名の参加を得て、実
りの多い研究協議会を開催することができまし
た。

第一日目の記念講演は、一般財団法人地域・
教育魅力化プラットフォーム理事・会長の水谷
智之様を講師にお迎えしました。現在の立場か
らはもちろん、株式会社リクルートキャリア初
代代表取締役として人材育成に取り組まれた経
験も踏まえて、未来社会を見据えた教育の方向
性について深い示唆が示されました。

また、二日間に渡る分科会においては、学校
運営・学習指導・生徒指導の各領域における実
践報告と協議が重ねられ、教育ＤＸの推進、業
務改善、地域連携による探究活動、生徒の主体
性を育む指導の在り方など、喫緊の課題に関す
る具体的かつ建設的な発表並びに意見交換がな
されました。
◆第 1 分科会 ( 学校運営 )

【研究発表Ⅰ】「鳥取西高の取組～教育ＤＸの推
進と生徒の挑戦後押し～」
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西田和弘（鳥取県立鳥取西高等学校） 
【協議題提案Ⅰ】「業務改善・働き方改革」

黒﨑孝治（島根県立平田高等学校）
【研究発表Ⅱ】「業務改善に向けて」

山根伸浩（広島県呉市立呉高等学校）
【協議題提案Ⅱ】「新しい学校づくりに主体的に

取り組む組織づくり」
唐渡大輔（山口県立岩国高等学校）

◆第 2 分科会 ( 学習指導 )
【研究発表Ⅰ】「島根県版ＤＸハイスクールの現

在地」
清水峰子（島根県立安来高等学校）

【協議題提案Ⅰ】「倉吉農業高校の地域と歩む課
題研究への取り組み」

日置康文（鳥取県立倉吉農業高等学校）
【研究発表Ⅱ】「普通科教育における認知能力と

非認知能力のバランスのよい育成」
熊野文政 ( 山口県立大津緑洋高等学校大津校舎 )

【協議題提案Ⅱ】「地域社会と共に歩む高校教育：
未来を拓く連携のカタチ」
吉田裕幸（岡山県立勝山高等学校蒜山校地）

◆第 3 分科会 ( 生徒指導 )
【研究発表Ⅰ】「米西における生徒指導の重層的

支援構造」
武田　司（鳥取県立米子西高等学校）

【協議題提案Ⅰ】「安心・安全な学校生活のた
めに」

櫻井英也（島根県立松江農林高等学校）
【研究発表Ⅱ】「岡山県の生徒指導上の課題につ

いて～これからの生徒指導における管理職
の果たす役割～」

福田　誠（岡山県備前市立片上高等学校）
【協議題提案Ⅱ】「育てたい生徒像の実現に向け

た関係機関との連携の在り方について
～発達支持的生徒指導としての地域学校協

働活動～」
枝長弘幸（広島県立加計高等学校芸北分校）

　それぞれの現場に即した発表は、参加者に新
たな視点と具体的な改善のヒントをもたらし、
大変意義深いものとなりました。
　本研究協議会の開催にあたり、多大なるご支
援をいただきました関係機関の皆様に厚く御礼
申しあげます。

（島根県立松江東高等学校　教頭）

四国地区
全国常任理事　　　　　

全国研究副部長　尾平　真
香 川 県 会 長　　　　　

第 39 回四国高等学校教頭 ･ 副校長会研究協議会
期　日：令和 7 年 10 月 23 日（木）･24 日（金）
会　場：香川県庁ホール
参加数：135 名（県外 40 名、県内 95 名）
主　題：「郷土を愛し 夢と志を持って 自ら学
び　歩み続ける人づくり」～豊かな人間性と
創造力を育む教育の創出～

【第一日目】13 時より、通常行われている講演
に替えて、歓迎特別演奏［演奏者：臼杵美智代
氏（サヌカイト）長田順子氏（ピアノ）］「カン
カン石の調べ　～サヌカイト石琴演奏～」を鑑
賞しました。
　その後、開会行事で来賓祝辞があり、全国高
等学校教頭・副校長会事務局次長　福田洋三氏、
香川県教育委員会教育長　淀谷圭三郎氏、香川
県高等学校長協会会長　中筋功雄氏からお言葉
をいただいた。
　その後の研究発表及び研究協議は、
①【徳島県】「地域に根ざした教育実践－各学

科の特性を生かした特色ある学校運営の実
践－」
徳島県立小松島西高等学校　山﨑茂喜　教頭

②【高知県】「地域をフィールドに「生きる力」
を育む－防災教育を通した生徒の育成－」

高知県立大方高等学校　下元亨　教頭
③【愛媛県】「地域に愛され、誇れる学校づく

りへの取組－愛媛県県立学校振興計画の実現
に向けた ､ カリキュラム・マネジメントの推
進－」
愛媛県立松山南高等学校　　　　　　　　　

（砥部分校）徳森久子　教頭
④【香川県】「地域などと連携した特色ある教

育活動の取り組み～工業・水産高校統合から
18 年間の取り組み～」

香川県立多度津高等学校　中西一仁　教頭
本行圭介　教頭

の順で行われ、指導助言を香川県教育委員会高
校教育課　橘正隆　課長補佐からいただいた。
　　

【第二日目】9 時 30 分より、研究発表及び研究
協議、
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①【徳島県】「スーパーサイエンスハイスクー
ル（ＳＳＨ）研究開発の内容と取組」

徳島県立脇町高等学校　西哲　治　教頭
②【高知県】「伝統校としての役割「定員割れ

の底力」～王手は一手で覆す～
高知県立高知追手前高等学校　　　　

 杉山太夏子 教頭
③【愛媛県】「将来の愛媛を支えるグローバ人

材の育成－本校教育の現状と課題－」
愛媛県立今治南高等学校　池田光男　教頭

④【香川県】「芽生えた大地に 100 年　根づく、
花咲く、地域とともに」

香川県立笠田高等学校　谷本典隆　教頭
の順で行われ、指導助言を香川県教育委員会高
校教育課　佐伯卓哉　課長補佐からいただい
た。
　その後閉会行事を行い、二日間の日程を終え、
昼過ぎに散会した。
　今回、コンパクトでサステナブルな大会をめ
ざす中で、事後の大会集録も Web 上のみでの
公開とした（本校ホームページ上に県教頭会
の部屋を間借りし、その中でパスワード付きで
公開予定）。印刷や郵送に係る時間、手間、そ
して何よりコストの大きな削減につながってい
る。また、今は 4 県で毎年開催しているが、こ
れから隔年開催に向けた協議を進めていく予定
である。

（香川県立高松高等学校　教頭）

九州地区
全国常任理事　　　　　　

全国研究副部長　富永　征子
長 崎 県 会 長　　　　　　

　九州地区では九州各県高等学校教頭・副校長
研修会を毎年 10 月ごろに各県持ち回りで実施
しており、今年度は 10 月 2 日（木）、3 日（金）
に第 43 回大会長崎大会を実施しました。九州
各県から来賓を含め 130 名のみなさまが参加く
ださり、盛会のうちに終了しました。
　大会初日の午前中に九州各県代表者会議を開
催し、全国大会が 10 地区から 9 地区輪番の開
催になることを踏まえて、九州地区の輪番表の
見直しを行いました。また、大会の流れの確認、
大会集録のデータ化、全国原稿執筆の確認等を

行いました。
　午後は全体講演後、特色ある学校づくりや取
組について、4 県代表者による研究・実践発表
が行われました。その後の教育懇談会には 121
名と多くの方にご参加いただき、大変盛り上
がった会となりました。日中の会とはまた違い
さらに、交流を深め、つながりを作ることがで
きる会となりました。
　２日目には統一したテーマ「生徒主体の学校
作りと教職員の働き方改革の推進」に沿った取
組報告が各県（８県）から行われ、各県・各校
の工夫した取組をうかがうことができました。
　主な内容は以下のとおりです。
１　講演
　「地方から世界へ。挑戦と成長の 13 年
　　　　　　　　-PHJ グループの軌跡 -」
　【講師】吉岡　拓哉 氏
　　　　　PINCH HITTER JAPAN 株式会社
 　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長
２　研究・実践発表
(1)「高等学校における広報活動の推進

～効果的な生徒募集に繋げるための広報戦略
の構築を目指して～」

福岡県立八幡高等学校教頭　新澤和幸
(2)「高等学校における探究的な学びの推進に向

けて～現状の整理と課題解決に向けた提言～」
大分県立大分工業高等学校教頭　髙橋泰成

(3)「多様な生徒に多様な学習と支援を！～本校
の生徒支援体制及び学科改編の取組～」

沖縄県立真和志高等学校教頭　上原匡孝
(4)「離島留学制度における取組について

～持続可能な制度の改善に向けて～」
　長崎県立対馬高等学校教頭　細田正俊

３　各県取組報告
テーマ『生徒主体の学校作りと教職員の働き方

改革の推進』
(1) 熊本県立御船高等学校　教頭　　古閑　愛
(2) 大分県立大分西高等学校　教頭　吉川増美
(3) 宮崎県立延岡高等学校　教頭　　佐藤広規
(4) 鹿児島県立川内高等学校　教頭　児玉活也
(5) 沖縄県立豊見城高等学校　教頭　髙見伸江
(6) 福岡県立早良高等学校　教頭　樋口惣一郎
(7) 佐賀県立嬉野高等学校

嬉野校舎副校長　杉光政実
(8) 長崎県立諫早高等学校　　教頭　嶋藤慶太
　大会の目的である「九州各県の教頭・副校長
の連携を深める」「時代の進展に即応する教頭・
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第３回
全国理事研究協議会報告

その後会場を移し、情報交換会を開催しまし
た。（54 名参加）

主な話題は以下の通りです。
○学校における業務軽減について

・生成ＡＩを使った推薦書の作成、
・単位授業時間の短縮、
・二人担任制、
・施設管理員による施錠と定時退出、
・平日の時差勤務、
・電話の自動応答機能の利用　　など

○秋田県よりクマ対策の状況報告
・民間警備会社による巡回・見守り、
・クマ対策グッズの希望調査　等

◯令和 8 年度第 65 回全国大会 概要
　日程：令和 8 年 8 月 5 日（水）～ 8 月 7 日（金）
　会場：国立オリンピック記念青少年総合センター
　第 1 日　8 月 5 日（水）　
　・全国研究部会：13:00 ～ 14:00
　・第 2 回全国理事研究協議会：14:30 ～ 17:00
　第 2 日　8 月 6 日（木）
　・開会式 ･ 講話 ･ 総会：9:30 ～ 12:00
　・歓迎公演：13:00 ～ 13:30
　・講演：13:30 ～ 15:00
　・分科会：15:30 ～ 17:30
　第 3 日　8 月 7 日（金）
　・分科会：9:30 ～ 11:30

○令和 8 年度第 65 回全国大会分科会発表担当県
　第 1 分科会（管理運営研究）
　　北海道、東京、岐阜、徳島、（誌上 福井）
　第 2 分科会（高校教育研究）
　　東京、兵庫、岡山、鹿児島、（誌上 新潟）
　第 3 分科会（生徒指導研究）
　　福島、群馬、東京、石川、（誌上 長野）

○令和 8 年度会合日程（確定）
・第 1 回全国理事研究協議会
　令和 8 年 6 月 19 日（金）
　　TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター
・第 2 回全国理事研究協議会
　令和 8 年 8 月 5 日 ( 水 )
　　国立オリンピック記念青少年総合センター
・第 3 回全国理事研究協議会
　令和 8 年 11 月 30 日 ( 月 )
　　アルカディア市ヶ谷

 

副校長としての資質向上と高等学校教育の充実
向上を図る」を達成することができる充実した
会となりました。

（長崎県立長崎西高等学校　教頭）

事務局長　玉井　篤
第 ３ 回 全 国 理 事 研 究 協 議 会 を 11 月 17 日

( 月 )、12:30 よりアルカディア市ヶ谷にて 93
名の理事 ･ 役員が出席して開催しました。

松井会長挨拶の後、事業中間報告（松井会長）、
会計中間決算報告（黒谷会計）、監査報告（岡
田 ･ 金内会計監査）、第 64 回全国大会報告（村
上大会事務局長）、令和 8 年度年間行事予定（案）
の提案（全国事務局）、研究部より研究集録 50
号編集会議結果の報告（古川研究部長）、鹿児
島県が担当した特別調査「高等学校等における
多様な学習ニーズに対応した柔軟で質の高い学
びの実現に向けて」のまとめが報告されました

（鹿児島県小掠会長）。また、令和 8 年度の全国
特別調査を担当する石川県より「学校における
働き方改革の深化と業務負担軽減に関する実態
調査～業務量管理・健康確保措置の取組と教頭
･ 副校長の業務実態を中心に～」を主題に実施
する旨報告されました（石川県松本会長）。

次に次年度第 65 回全国大会を主管する東京
都より開催要項、日程、会場、講演講師等に
ついての説明がありました（古川都全日制部会
長）。

続けて、規約の一部廃止と制定について（現
行の慶弔規定 ･ 表彰規定を今年度末で廃止し、
令和 8 年 4 月 1 日より施行する新たな表彰規程
を制定する）の説明が松井会長よりあり、理事
会としての承認が得られました。

14:00 より、文部科学省初等中等教育局田村
学主任視学官のより「デジタル学習基盤におけ
る教育課程の基準の改訂」を主題に約一時間の
講話をいただきました。

集合写真の撮影・休憩の後、15:45 より会議
を再開し、地区研究協議会の報告、事務連絡（次
年度へ向けた事務引き継ぎ等）で会議を終了し
ました。
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北海道・東北・東京地区の理事・役員

関東・北信越地区の理事・役員

東海・近畿地区の理事・役員

中国・四国・九州地区の理事・役員

事務局だより
事務局長　玉井　篤

　1 月 6 日、島根・鳥取両県で震度５強を観測
する地震が発生しました。昨年 12 月 8 日には
青森県で震度 6 強を観測する地震が発生してお
ります。一昨年の元日に発生した能登半島地震
では、未だに避難生活を余儀なくされている方
もいらっしゃいます。被災された地域の皆様方
に、衷心よりお見舞い申し上げます。2011 年
の東日本大震災を契機に、事務局でも防災対策
に努め、家具等転倒防止対策、1 週間分の水と
食料、30 日分の非常用トイレの備蓄を進めてお
ります。

　昨年 1 月発行の会報第 120 号で、「今年こそ
平穏な年であることを願うばかりです。」と記述
してから 1 年、令和 7 年度もやはり波乱に満ち
た年であったと回顧しています。開幕まで様々
な問題が指摘されていた「大阪・関西万博」の
入場者数は予想を上回り、運営収支も黒字化し
て、成功裏に閉幕しましたが、日米両国で新た
な指導者が誕生し、近隣諸国との関係悪化、極
端な自国第一主義政策の展開など、国際情勢に
新たな火種が燻り続けています。獣害被害、暑
熱対応などこれまで経験したことのない事案が
続出しました。
　本会にとりましても令和 7 年度は、大きな転
換を図る一年となりました。第 64 回総会では、
本会内規“全国大会の開催地について”の規程
を改訂し従前の 10 地区から 9 地区輪番へ変更
しました。詳細は、全国要覧第 48 号（令和 7
年 10 月 29 日発行）の 5 ページに掲載してお
ります。
　令和 8 年度の東京地区開催から、令和 16 年
度の近畿地区開催までは、従前の規定通りとし、
令和 17 年度の第 74 回大会から新たな規定を適
用し北海道・東京地区での開催とするものです。
このことにより、令和 17 年以降、全国大会の
開催地区、研究発表担当県、地区研究協議会と
の兼ね合いなどについて、検討・変更をお願い
することとなる場合があります。
　また、第３回全国理事研究協議会では、“表彰・
慶弔規定”を廃止し、新たな“表彰規程”を定
めました。これは、本会が親睦団体（と評価さ
れていること）からの脱却を図ることと目的と
しています。

全国高等学校教頭・副校長会表彰規程
第 1 条　本会役員として本会ならびに高等学校

教育の発展に貢献された方々のうち、退
職・栄進・現職のままでの退任など、役
員退任者に感謝状を贈呈する。
感謝状の贈呈対象は、前年度末で退任し
た役員と前年度の全国大会主管県及び前
年度の大会運営委員長とする。

第２条　本規程の変更には、全国理事研究協議会
または常任理事会での承認が必要である。

第３条　本規程は、令和８年 4 月 1 日から施行
する。
令和７年 11 月 17 日　全国理事研究協
議会で決定
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　規約（会則・内規・規定）の変更は、平成
28 年度総会での、暫定会費の項目削除以来で
あり、本会が持続可能な団体として運営してい
くための第一歩であると考えます。
　さらに、本会事務作業の効率化・ＤＸを進め
ていくことが求められています。各県の会報誌
あるいは各地区での研究協議会報告書を電子媒
体で作成・配信していく動きが加速してきてお
ります。全国理事研究協議会におきましても、
刊行物等の電子化について提言いただきまし
た。将来的には、刊行物等の電子化という方向
は避けられないものと認識しておりますが、関
係諸団体（文部科学省、校長協会、各出版社など）
との渉外・交流活動としては冊子としての配布
を行っています。一方、全国理事研究協議会や
総会等での講話・講演のプレゼン資料（ＰＤＦ）
を Google Drive を用いた配布を一部実施してお
りますが、業務用の端末から Google Drive への
接続ができない県もあり、実効性のある手段と
はなっていません。本会が契約しているサーバ
の設計変更、契約変更を伴うため、研究・検討
の時間をいただきたいと思います。
　また、ＤＸの一環として今年度の調査研究集
第 49 号に係る調査を、Google Form を用いて
実施しました。結論から申しますと、思ったよ
うな効果を得るには至っていません。スプレッ
ドシートでの集約はできるのですが、各項目の
表示に設問の文字がそのまま反映されるなど、
修正に多大な時間を要しました。また、回答を
送信した側には記録が残らない、複数回の回答

など課題は残りました。令和 8 年度は、次年度
への記録が残り、集計の手間を極力少なくする
ことができる方向を模索してまいります。
　さて、令和 8 年を迎え、新年度へ向けての準
備を進められていることと拝察します。2026
度より高等学校授業料無償化が始まり、各県市
とも入学者選抜での志願者数の動向が気になる
所です。都内の公立中学校の卒業予定者のうち、
公立高校全日制志願者は 65.79％と過去最低を
更新しました（国立、私立を合わせると 88.04
％）。その一方で、広域通信制高校を第 1 志望
とする生徒は 5.10％と年々増加傾向です。
　公立高校の魅力化、特色化に向けて、各校で
の自助努力には限界があります、教育委員会・
文部科学省の更なる支援策を期待したいもので
す。
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第65回全国高等学校教頭･副校長会総会及び研究協議大会

１　目　的　　全国高等学校教頭・副校長の連携を図るとともに、高等学校教育の

諸課題について研究協議を行い、時代の進展に即応する教頭・副校長

としての資質の向上と高等学校教育の充実を図る。

２　主　催　　全国高等学校教頭・副校長会

３　主　管　　東京都公立高等学校副校長協会

４　後　援　　文部科学省、 東京都教育委員会、

　　　（予定）　全国高等学校長協会　東京都公立高等学校長協会　等　申請予定

５　期　日　　令和8年8月5日（水）～ 8月7日（金）

６　開催地　　東京都　国立オリンピック記念青少年総合センター

歌舞伎座
（中央区東銀座）

東京駅
（千代田区丸の内）


